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高橋和生

名古屋城を「戦後復興のシンボル」に 実行委員会



●工程表を並べる。 上が昨年名古屋市作成、下が一昨年コンペ時 新聞各社は「10月も市石垣部会との会合が持てず、10
月の文化庁審議会の許可は下りないので、2022年末の

木造天守の竣工は困難だろう。」と流し、市長は
「2022年末の工期は死守する」と言っています。

そこで、当初のオリンピックまでに完成の工程と比べ
てみました。来年5月の文化庁の審議会の許可でも、
「工期」は、なんとか間に合いそうです。

実は、「工期」ではなく、一年半かけても「基本設
計」はできておらず、さらに「漂流」し続けるであろ
うと、①石垣の問題と②建築基準法3条「原形の再
現」の為に「安全」を脅かす問題から、解説します。

石垣問題 ➀
市石垣部会は、「特別史跡として石垣こそ
大事、石垣の調査・修繕を第一に考えるべ
きである。木造天守の後で9年かけて行う

とは、ケシカラン。」それに、名古屋市は
「石垣は安定している。」と答えている。

市石垣部会の言う通りに、市が従うと、
コンペ条件が変わり、コンペのやり直し
となる。契約外の工程なので、竹中工務
店は対応が出来ない。天守木造化事業が
遅れるどころか、事業がはたして成り立
つのかどうかまで、戻るであろう。



●木造天守は、新たなコンクリート（赤）の上に載っている。 石垣問題 ②
「現天守を壊すなら、400年前からある石垣を
傷める事なく、壊しなさい。」と、文化庁より。

名古屋市のコンペの条件として、
１：まずは急いで、木造天守竣工。石垣は後
２：１階穴倉も、木造とする

３：既存の石垣に、上部の木造天守の重さを載
せない。であったので、この形となった。

●昭和３４年、焼けた石を除き穴門の石を入れ、新品も足した。

ケーソンの為に、石
垣は大きく曲がった
ので積なおし、穴倉
内側は取り合いの為
に完全に積みなおし
ている。

●築城１５０年
後、宝暦年間に
石垣を積みなお
し、傾いた天守
を起こし、瓦を
銅版に変えた。

コンクリート造も、木造も所詮
レプリカである。

史跡の価値として、石垣大事な
ら、空襲で燃えた姿こそ価値が
ある。という考えあり。

「４００年前の石垣」とは、想定の世界。



●平成30年3月石垣調査の結果 前年8月の市長発言「石垣大事」から、木造天守の為でなく石垣保全のための調査

西面 北面 東面

石垣問題 ③ 危機対象のズレ
市石垣部会は、「石垣は危険だ。さらに調
査を続けたいと、文化庁に申し入れよ。特
に、北側石垣のハラミ、石垣の裏の空隙が
問題だ。」

名古屋市
「現天守が危険だ。壊して丈夫な木造とす
る。調査の結果、石垣は安定している。」

耐震改修をした現天守より、復元木造天守が強いという証明はな
い。3月に天守閣部会の了解を得て、文化庁に天守木造化事業を
行うと、ようやく、名古屋城跡保存活用計画を提出した。

「安定」とは、ハラミが急激に増えていなければ、ハラミがあっ
ても「安定」であり、すぐに崩れない。石垣の経年の観測はして
いないが、北面のハラミは、私が学生の時40年前よりあった。

では、地震の時は？ わからないが、崩れても堀の底に、である。

昭和34年に北面石垣にモルタル注入

石の裏の空隙とハラミは、すでに
あったと思われる。
ハザマは「気休めに」と言った。

●石垣に「安全」の為の工学
がない。安土城から江戸城の
わずか60年、石垣技術は大き
く発達し、その後、途絶えた。
伝統木造技術は1300年に渡る伝統の結果に
よって、2階建て以下なら工学を求めること

ない。しかし、石垣は「石の声を聞いて」職
人がつみあげた、その事例があまりに少ない。

調査の後、評価が必要なのだが



石垣問題 ④2016年震度７の地震に２回遭遇した熊本城から名古屋城を見る。その➀

●天守台石垣はほとんど損傷がない。

●小天守、天守との繋ぎの玄関、出櫓
の石垣が崩れた。

建物の背が低いほど、石垣が危険だと
は、背の高いほど揺れが強いのに、オ
カシイ事だと思った。

●木造化の運動が起きたが、国交省が７０億円の
修繕費用を払い、耐震補強、長寿命化、博物館の
刷新、身障者エレベータを最上階まで上げる事で、
天守・小天守は２０１９年竣工にむけて工事中で
ある。周辺工事には、別に５０億円が用意され、
さらに市民から寄付金を集めている。
市民に愛されているコンクリート天守が羨ましい。



石垣問題 ④2016年震度７の地震に２回遭遇した熊本城から名古屋城を見る。その②
熊本城の図面が手元にないので、名古屋城の図面で推定する。

片持ち梁
石垣（コンクリート打設）
に載っている。

●左図、小天守の荷重は、
地下のケーソンが受けてい
るので、建物は壊れない。

石垣とコンクリートの建物
の揺れの周期の差で、コン
クリート小天守が石垣を押
して、石垣が壊れたと推定
できる。

●右図、背の高い天守は、形として石垣の上に載っていて
も、吊り材もあり、コンクリート天守の荷重が石垣にか
かっておらず、石垣の揺れと独立して天守が揺れ、石垣を
崩す力が石垣に及ばなかったと推定できる。



石垣問題 ④2016年震度７の地震に2回遭遇した熊本城から名古屋城を見る。その③

● 耐震性を高める補強（赤）をするのだが、

● 石垣の上に荷重が載らないように、跳ねだし
梁（緑）を、片持ち梁（ピンク）より広げる。

● 天守は、吊り材（青）で、名古屋城のように
石垣の上の跳ねだし梁を吊る。

天守台より、小天守の石垣が危ないと熊本の事
例から推定できるが、名古屋市は、小天守の石
垣にまったく触れていない。石垣の伝統技術者
は、コンクリートを抱く天守台を解明できない。



● 建築基準法3条4号「原形の再現」の為に「安全」を脅かす問題 その➀

平成28年6月市民向け説明会で

は「史実に忠実な復元」と、赤
の美しいCG が流された。
青のハイテク設備の説明はない。

エレベータ・ハイテク技術を「仮設」で「付加」して、
法同等の「安全」を確保する提案が契約であった。

平成29年6月に竹中工

務店はハイテク設備を
天守閣部会に示した。

身障者エレベータもガ
ラス張りの鉄骨避難階
段。防火、排煙もある

●平成30年7月

文化庁に出す計画案
は、赤のみであった。

案作成者の名はない。

2500人の観光客は

「安全」に避難でき
ない。

目に触れない構造補強
はするが、目に触れる
エレベータ、階段・設
備はない

５００億円

４００億円か？



● 建築基準法3条4号「原形の再現」の為に「安全」を脅かす問題 その②
●3月28日、天守閣部会にて記者に配られた市の見解。●契約の証拠として、名古屋市の設計条件を示す。

身障者エレベータもバリアフリーも求めていた。

3月30日の基本設計図書等とされる段ボールの5個分の中に、
関係官庁との記録は一切なかった。基本設計図書と言えない。

7月20日に、名古屋市自らが竹中工務店との契約を破っていた。



● 建築基準法3条4号「原形の再現」の為に「安全」を脅かす問題 その③

②法は、憲法を頂点とするピラミッドをそれぞれ独
立して形成しており、建築基準法が文化財保護法に
替わって、木造復元した天守を歴史的建造物とし、
文化財的であるので法の適用除外とすることはあっ
てはならない。

➀3条4号は、昭和23年福井地震で崩壊した丸岡城の為に作られたもの。2004年までは文化財のみの適用除外であった。

〇「原形の再現」は文化庁復元検討委員会が審査。熊本城で
は石垣が崩れて、レプリカの櫓も壊れ、問題となる。

●２００４年の大洲城を始めと
して、建築基準法３条４号の拡
大解釈「新築レプリカも文化財
同等であり、法適用除外。」と
されて、史跡の上の木造復元が
続いている、

ハンドバッグなら偽物であるが、
史跡の上の木造レプリカは「ホ
ンモノ」とされたのだった。

〇「安全」の責任は特定行政庁と建築審査会の同意である。



● 建築基準法3条4号「原形の再現」の為に「安全」を脅かす問題 その④

③バリアフリー法、消防法には、建物用途の表に文化
財がある。建築基準法3条4号はその代りで、レプリカ

木造天守の新築は、展望台、集会室が建物用途となり、
法に照らした「安全」を図るのが当然である。「安
全」の適用除外はされない。

A 

A 

文化財保護法には「復元」は
ない。建築基準法３条を使う。

B

〇身障者団体の
「木造天守にエ
レベータをつけ
よ。」は、当然
である。
Bの市の見解は、

建築基準法３条
４号「やむお得
ない」の特定行
政庁（市長）の
独断の中にある。
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市
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、
天
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天
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を
作
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に
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。

●
6

月
議
会
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、
ゼ
ネ
コ
ン
に
よ
る
コ
ン
ペ

の
案
を
提
出
「
耐
震
改
修
し
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も
40

年
の
寿

命
、
そ
の
時
に
は
文
化
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木
造
と
言
わ

れ
る
の
で
、
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、
今
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造
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。
4
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」

●
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月
議
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、
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ン
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ペ
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認
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た
。

市
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さ
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ッ
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4
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、
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、
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ア
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か
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も
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。

●
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要
綱
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は
、
二
つ
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
あ
り
、
選
べ
な
い
と
評
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委
員
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あ
り
。

●
名
古
屋
市
消
防
長
か
ら
、
こ
の
進
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方
で
は
木

造
天
守
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出
来
な
い
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、
市
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。

●
議
会
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に
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木
造
」
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、
混
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深
め
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。

「天守は木造だ。」のキャンぺーン

１２月タウンミーテイング

３月竹中工務店案案の発表

６月広報なごや

５月アンケート
市民報告会

●
６
月
議
会
へ
天
守
木
造
化
予
算
が
提
出
さ
れ
る

も
、
議
会
は
「
市
民
は
急
い
で
い
な
い
。
」
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市
長
、
竣
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２
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と
伸
ば
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天
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９
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●
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⒓
日
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石
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天
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」
の
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調
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認
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い
と
あ

り
、
「
天
守
木
造
化
」
は
入
り
口
で
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ト
ッ
プ
。

●
８
月
９
日
。
市
長
よ
り
、
「
石
垣
を
大
事
に
考

え
る
」
と
書
面
で
示
さ
れ
た
が
、
具
体
策
が
な
く
、

今
後
が
見
え
な
い
。

２０００人の
出口調査

●
市
か
ら
、
「
赤
字
に
な
る
時
は
、
税
金
を
投
入

す
る
。
」
の
答
弁
を
聞
き
、
市
長
選
の
争
点
と
し

な
い
と
の
政
局
の
判
断
か
ら
、
調
査
・
設
計
費
8

億
円
の
予
算
を
認
め
る
。
も
は
や
、
議
会
に
城
の

議
論
な
ど
な
い
。

●
11

月
議
会
。
五
百
億
円
の
建
設
費
に
税
金
を

使
わ
な
い
と
い
う
市
の
事
業
計
画
、
年
三
六
十

万
人
の
入
場
者
が
が
40

年
続
く
に
反
発
す
る
も
、

継
続
審
議
に
。

●
市
長
、
年
度
内
に
天
守
木
造
化
予
算
を
認

め
な
い
と
重
大
な
判
断
を
す
る
と
議
会
を
脅

す
。

●
4

月
市
長
選
挙
。
天
守
木

造
化
の
公
約
を
実
現
し
た
。
と
、

選
挙
に
勝
つ
。

●
5

月
竹
中
と
市
は
、
設
計
・
施
工
分
離
で
契
約

●
６
月
名
古
屋
市
は
寄
付
金
条
例
を
定
め
、
展
開
中

●
２
０
１
８
年
２
月
基
本
設
計
完
成
予
定
が

出
来
ず
、
3

月
末
に
延
期
す
る
契
約
を
し
な

お
す
。
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●
11

月
、
文
化
庁
は
石
垣
保
全
の
た
め
、
名
古
屋

市
は
木
造
天
守
の
為
と
、
市
民
を
偽
っ
て
石
垣
の

調
査
が
行
わ
れ
る
。

●
２
０
１
８
年
３
月
基
本
設
計
完
成
。
8

億

4

千
万
を
市
は
竹
中
工
務
店
に
払
い
、

4

月
実
施
設
計
契
約
を
結
ぶ
。

●
6

月
議
会
、
木
材
発
注
予
算
94

億
円
を
認
め

る
。

●
７
月
20

日
、
復
元
基
本
計
画
図
を
市
は
文

化
庁
に
持
ち
込
む
も
、
受
付
拒
否
に
あ
う
。

市
石
垣
部
会
の
了
承
を
得
る
事
が
前
提
で
る

と
市
長
も
了
解
し
た
。

●
5

月
天
守
閣
部
会
に
て
、
基
本
計
画
案
の
中
で

「
法
同
等
の
安
全
」
に
つ
い
て
確
定
が
出
来
て
い

な
い
事
を
確
認
し
た
。

●
5

月
、
市
長
は
身
障
者
エ
レ
ベ
ー
タ
を

つ
け
な
い
と
決
め
た
。
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認
め
な
い
と
あ

り
、
「
天
守
木
造
化
」
は
入
り
口
で
ス
ト
ッ
プ
。

●
８
月
９
日
。
市
長
よ
り
、
「
石
垣
を
大
事
に
考

え
る
」
と
書
面
で
示
さ
れ
た
が
、
具
体
策
が
な
く
、

今
後
が
見
え
な
い
。

２０００人の
出口調査

●
市
か
ら
、
「
赤
字
に
な
る
時
は
、
税
金
を
投
入

す
る
。
」
の
答
弁
を
聞
き
、
市
長
選
の
争
点
と
し

な
い
と
の
政
局
の
判
断
か
ら
、
調
査
・
設
計
費
8

億
円
の
予
算
を
認
め
る
。
も
は
や
、
議
会
に
城
の

議
論
な
ど
な
い
。

●
11

月
議
会
。
五
百
億
円
の
建
設
費
に
税
金
を

使
わ
な
い
と
い
う
市
の
事
業
計
画
、
年
三
六
十

万
人
の
入
場
者
が
が
40

年
続
く
に
反
発
す
る
も
、

継
続
審
議
に
。

●
市
長
、
年
度
内
に
天
守
木
造
化
予
算
を
認

め
な
い
と
重
大
な
判
断
を
す
る
と
議
会
を
脅

す
。

●
4

月
市
長
選
挙
。
天
守
木

造
化
の
公
約
を
実
現
し
た
。
と
、

選
挙
に
勝
つ
。

●
5

月
竹
中
と
市
は
、
設
計
・
施
工
分
離
で
契
約

●
６
月
名
古
屋
市
は
寄
付
金
条
例
を
定
め
、
展
開
中

●
２
０
１
８
年
２
月
基
本
設
計
完
成
予
定
が

出
来
ず
、
3

月
末
に
延
期
す
る
契
約
を
し
な

お
す
。

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 2月

●
11

月
、
文
化
庁
は
石
垣
保
全
の
た
め
、
名
古
屋

市
は
木
造
天
守
の
為
と
、
市
民
を
偽
っ
て
石
垣
の

調
査
が
行
わ
れ
る
。

●
２
０
１
８
年
３
月
基
本
設
計
完
成
。
8

億

4

千
万
を
市
は
竹
中
工
務
店
に
払
い
、

4

月
実
施
設
計
契
約
を
結
ぶ
。

●
6

月
議
会
、
木
材
発
注
予
算
94

億
円
を
認
め

る
。

●
７
月
20

日
、
復
元
基
本
計
画
図
を
市
は
文

化
庁
に
持
ち
込
む
も
、
受
付
拒
否
に
あ
う
。

市
石
垣
部
会
の
了
承
を
得
る
事
が
前
提
で
る

と
市
長
も
了
解
し
た
。

●
5

月
天
守
閣
部
会
に
て
、
基
本
計
画
案
の
中
で

「
法
同
等
の
安
全
」
に
つ
い
て
確
定
が
出
来
て
い

な
い
事
を
確
認
し
た
。

●
5

月
、
市
長
は
身
障
者
エ
レ
ベ
ー
タ
を

つ
け
な
い
と
決
め
た
。

役人がこぞって反対した天守木造化事
業について、市長は「全責任を持つ」
と、平成２７年８月に指示をした。

法は国が作るのですが、
その解釈と運用は特定行政庁によるのが、
地方自治の制度です。

危険な違法建築を作りたいという市長を止め
るのも市長しかいないのです。

従って、役人は止められませんが、
危険であり、作る事もできないので、

漂流なのです。



●「名古屋城天守の有形文化財登録を求める会」のすべきことは？ その➀
●平成30年3月に文化庁に提出し

た「名古屋市の天守木造化事業の
宣言」です。これを覆し、耐震改
修にすることが目標です。

中日新聞が
書いていな
いので、一
般の市民は
この存在す
らも知らな
いのでは。

●史跡の本質的価値を高めるために、

史跡の上に、ドンドン木造復元をする
とあるが、「史跡の本質的価値」につ
いての論考がなく、全くわからない。

●平成29年文化庁は「名古屋市の

天守木造化を聞いていない、平成
24年の整備計画（耐震改修）を練
りなおし提出せよ。」と言い、

右の原稿が平成２９年１２月に提
出されたが、文化庁は「現天守は
戦後復興のシンボルとしての価値
がある。壊すことに市民の理解を
得たか？」と返した。

●名古屋市の強引なやり方を文化
庁に知らせるべく、行政不服審査
法の審査請求書・市民説明会・パ
ブコメ結果を私たちは郵送した。



●「名古屋城天守の有形文化財登録を求める会」のすべきことは？ その②

●史跡の本質的価値を高めるために、

史跡の上に、ドンドン木造復元をする
とあるが、「史跡の本質的価値」につ
いての論考がなく、全くわからない。

世界遺産では、
遺跡の上の復元は禁止

フェロロマーノ1000年の歴史をどこの
点で復元するのか？史跡の価値を失う。

模型は各時代
を表して４ツ。

博物館・テー
マパークと遺
跡の外で示す。

平城京で、
文化庁は史跡上に復元

屋外博物館と銘打ち、国交省
の公園として管理するが、今
年、遣唐船を中心にテーマ
パーク化させた。

名古屋城は？
市長は「家康の登っ
た階段」というが、
復元は、築150年後
宝暦の姿としている。

御殿は、寛永の復元
である。宝暦の時は、
既に瓦葺き、漆喰の
白壁であった。

正門は、明治に皇居
から移設され、空襲
で燃えた門をコンク
リートで復元した。

南西隅櫓は、濃尾地
震で壊れ大正の復元。

「史実に忠実な復元」



「人口減少の日本のＧＤＰを押し上げる観光をと、安
倍内閣は、「地方創生」の切り札、ＧＤＰ６００兆円
達成への柱と位置づけた。

目標として、訪日外国人旅行客の大幅増加に加え、外
国人旅行消費額を２０２０年４０００万人で８兆円、
２０３０年６０００万人で１５兆円とし、現在４割に
満たない地方部への宿泊比率を５０％以上に高めるこ
となどを掲げた。野心的で非常に高い目標だが、政策
を総動員することで実現可能。」なのだそうです。

しかし、予算は国交省で、2年、全国で25億円でしか
ない。「民泊」制度など予算を使わない方法を模索。

「観光立国」宣言 2016年4月2日

名古屋市長・河村たかし
ナゴヤ魅力向上室
観光文化交流局（110人）
（愛知県は振興部観光局27人）

●文化財保護法が、2018年6月に
改訂された。

「文化財を観光に生かせ。その為
の組織は、従来の教育委員会を外
し、首長直轄とせよ。」

名古屋市は先進の組織

●文化庁復元検討委員会
史跡等における歴史的建造物の復
元の取り扱いに関する専門委員会

内規で基準を定め、地方都市が，地方の金
で行う復元案に対して、「史跡の破壊のな
い木造」での史実に忠実な復元を審査して
きた。

木造復元の為として組織されたので、木造
天守の推進なのだが、「安全」の為の工学
的知識も、責任も持たないので、名古屋城
木造6階建て展望台となると、無言となる。

文化庁は組織替えされ京都に。

文科省大臣
「学芸員が
働かない」



平成30年2月1日広報なごや 100万枚

「漂流」は、もう始まっていたのです
が、市民に隠す、名古屋市なのです。
いや、名古屋は、市が市民を騙すとい
う、民主主義の危篤状態なのです。

こ
の
ま
ま
、
市
長
の
任
期
中
「
進
行
中
」
と
、

名
古
屋
市
は
言
い
続
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

7月4日 中日新聞 社説

まったくこの社説のとおり「現天守
こそ本物」なのですが、その後の報
道は、市長「文化庁はサポートする
と言っとる。」と全く意味不明です。

以
上
、
「
漂
流
」
し
て
い
る
木
造
天
守
の
姿
を

解
説
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
か
ら
公
開
さ
れ
て

い
る
資
料
は
、
ほ
と
ん
ど
が
黒
塗
り
で
あ
り
、

私
の
間
違
い
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

記
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
独
自
に
取
材
さ
れ
、
是

非
と
も
、
市
民
に
木
造
天
守
の
真
実
の
姿
を
教

え
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。


